



















The support through which a home helper looks after a patient when family caregivers provide inappropriate
care to the patient is defined as home helpers’ neglect support. This study aims to develop a scale for meas­
uring home helpers’ neglect support and to examine the relation between the scale and home helpers’ profes­
sional identity.
Method : A self­administered mailed survey was conducted among 600 home helpers who worked at home­
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help service stations in A prefecture. The response rate was 24.8％. This analysis adopted only the dates of
101 home helpers. The relation between home helpers’ professional identity and home helpers’ neglect sup­
port was examined as a causal model by using structure equation modeling.
Result : The results indicated the following : 1) the construct validity of the current scale was confirmed by
a confirmatory factor analysis and consisted of one factor, and 2) home helpers’ neglect support was signifi­
cantly associated with home helpers’ professional identity and their experiences in managerial positions.
Discussion : As a scale to measure home helpers’ neglect support, this scale has construct validity and suffi­
cient reliability. In conclusion, those with a strong professional identity or managerial experience are ex­
pected (1) to be aware of various problems that can arise while providing direct care in their daily lives and
(2) to cope with neglect by family caregivers.
● ● ○ Key words ホームヘルパー home helper／ネグレクト neglect／アイデンティティ identity／管理職
managerial position／構造方程式モデリング structure equation modeling
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Least Square parameter estimates using a diagonal weight
matrix with robust standard errors and mean-and variance-
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df とする）、Comparative Fit Index（以下、CFI）、Root



































































人数（％） 人数（％） 人数（％） 人数（％）
Neg 1 家族の利用者への介護態度や介護の仕方などで、家族ができていないと感じることを記録している 16（15.8） 41（40.6） 37（36.6） 7（6.9）
Neg 2 家族の利用者への介護態度や介護の仕方などで、家族ができていないと感じることを上司に伝えている 31（30.7） 58（57.4） 12（11.9） 0（0.0）
Neg 3 家族の利用者への介護態度や介護の仕方などで、家族ができていないと感じることはなるべくしてもらえるように家族に伝えている 9 （8.9） 51（50.5） 35（34.7） 6（5.9）
Neg 4 家族に対して、ヘルパー不在時のオムツ交換や水分補給などができているかそれとなく尋ねている 12（11.9） 60（59.4） 24（23.8） 5（5.0）
※％は小数点以下第 2位を四捨五入しているため、合計が 100％とならないことがある
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表 2 「ホームヘルパーのネグレクト支援」探索的因子分析結果 n＝101
項目 因子負荷量
Neg 1 家族の利用者への介護態度や介護の仕方などで、家族ができていないと感じることを記録している 0.672
Neg 2 家族の利用者への介護態度や介護の仕方などで、家族ができていないと感じることを上司に伝えている 0.488
Neg 3 家族の利用者への介護態度や介護の仕方などで、家族ができていないと感じることはなるべくしてもらえるように家族に伝えている 0.754














人数（％） 人数（％） 人数（％） 人数（％）
「ホームヘルパーの専門職アイデンティティ」
I.d 1 ヘルパーは家事手伝いの仕事とは違うということを利用者や家族に示したいと思っている。 56（55.4） 37（36.6） 7 （6.9） 1（1.0）
I.d 2 ヘルパーは家族に対して上からではなく、同じ目線で家族を支えていると思う。 46（45.5） 46（45.5） 8 （7.9） 1（1.0）
I.d 3 ヘルパーはケアマネジャーや看護師に見えにくい支援をしていると思う。 55（54.5） 37（36.6） 7 （6.9） 2（2.0）
I.d 4 ヘルパーは利用者からは味方として見られていると思う。 21（20.8） 59（58.4） 21（20.8） 0（0.0）
I.d 5 ヘルパーは利用者との関わりの中で、様々な気づきを通して提案できる人と思う。 34（33.7） 61（60.4） 6 （5.9） 0（0.0）
I.d 6 ヘルパーは利用者にとってはなくてはならない存在だと思う。 36（35.6） 54（53.5） 11（10.9） 0（0.0）
I.d 7 ヘルパーは利用者や家族にとって身近に何でも相談できる人であると思う。 27（26.5） 52（51.5） 22（21.8） 0（0.0）
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